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※エンコーダーを押したまま回すと表示モードが切り替わる。

mode 120 → mode 40 → mode Decimal → mode Percentage
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※Input:1-4/Output:5-8

All Inputs、Input/Outputの設定も同様

保存する場合：Save and Exit

保存しない場合：Cancel and Exit

[Push]とエンコーダーで

プロトコル→Universeの順に設定

Cancel 4: -
1: x x x x Save Config

現在の設定を保存するときはSave Configより、1～4の中で保存したいところを選択。
設定をLoadするときは1～4の中でLoadするものを選択。

Mode: All Disabled
Quick DMX Setup

Config Load/Save

Cancel and Exit
Save and Exit

Config
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Port 2 ～ 8の設定もPort 1と同様

※dmXLANソフトウェアを使用するときに
識別しやすいようにノードにID番号を振る

事ができる。（事前プログラミング時等)

0～Fの16進の3桁の数字で設定。 [Push]とエンコーダーで
プロトコル→Universeの順に設定

※TOP画面に表示される名前を表示。 [Push]とエンコーダーで
　(dmXLANソフトウェアでも表示される) プロトコル→Universeの順に設定

※Backup：Network上に選択したユニバースの信号があるときは
入力している信号を受け付けない。
Network上から選択したユニバースの信号が途切れたら
この入力を受け付ける。
信号が復旧したらBackup状態に戻る。

DMX Port 2

DMX Port 3

DMX Port 8

Set ID ID: ---

Rename Config xxxxxx________

Port 1
Port Mode : Input
Mode : Disabled

DMX Port 1 Port Mode : Output
Mode : Single
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：全てのchを0%で出力

Primary: -- → ここで設定したプロトコルのユニバースを出力

Resend: -- → 受信した信号を子のユニバースで再送する
Mode:Always ON Hold: Always → ユニバースの信号が途切れた時の保持時間
Mode:Controlled (Always,10sec,30sec,1min,10min,1hour)

Rate: Sync → 出力信号のリフレッシュ・レート
(Sync,40fps,33fps,25fps,Safe mode)

：受信した最大3つのユニバースをHTPマージして出力する
Dynamic: OFF → ONにするとIPを自動取得 Primary: -- → ユニバース①
IP address: 2.0.98.xxx → この機器のIPアドレスの設定 Secondary: -- → ユニバース②
Netmask:255.0.0.0 → サブネット・マスクの設定 Tertiary: -- → ユニバース③

Resend: -- → 受信してHTPマージした信号をこのユニバースで再送する
Hold: Always → ユニバースの信号が途切れた時の保持時間

Rate: Sync → 出力信号のリフレッシュ・レート

：優先順位の順に受信したユニバースの信号を出力する
最後に操作してからLCDのバックライトが消えるまでの   (優先順位の高い信号が途切れたら次の優先順位の信号を出力する)
時間。 Primary: -- → 優先順位①のユニバース
(Allways On,5 sec,10 sec,30 sec,1 min,5 min) Secondary: -- → 優先順位②のユニバース

Tertiary: -- → 優先順位③のユニバース
Resend: -- → 受信して出力している信号をこのユニバースで再送する

Rate: Sync → 出力信号のリフレッシュ・レート

全ての設定を初期化する。 ：dmXLANソフトウェアでソフトパッチを使うときに使用する設定
Oops, No Way → 初期化せずにMenuを逃げる
Yes, Clear all ! → 初期化を実行

Hold: Always→ ユニバースの信号が途切れた時の保持時間

Priority

Yes, Clear all !

Factry Defaults
Set to Factry Default

Oops, No Way

Backlight
Allway On
5 sec
10 sec

Network Setting Dynamic: OFF
Network Setting

Flex Patch

Blacktrax
Mode: Disabled

HTP

Save and Exit
Cancel and Exit

IP address: 2.0.98.xxx
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